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解答・解説　かえるの ふゆごし（2年・せつめい文）

問1　イ
もん

二つ目の だんらくに「春が 来るまで じっと ねむるのです」と 書いて あります。うごかないで、そのまま いる ようすです。
ふた め はる く か

問2　エ
もん

二つ目の だんらくに「かえるは 土の 中で 冬を こして います」と 書いて あります。
ふた め つち なか ふゆ か

問3　冬みん
もん ふゆ

二つ目の だんらくの さいごに「これを『冬みん』と いいます」と 書いて あります。
ふた め ふゆ か

問4　（れい）体の 力を あまり つかわない ため。
もん からだ ちから

三つ目の だんらくに「体の 力を あまり つかわない ためです」と 書いて あります。「力を つかわない ため」「力を つかわない ように する から」などが 書けて いれば 〇
みっ め からだ ちから か ちから ちから か

です。
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